
志望大学に向けた対策・準備 

①現地校の成績 UP 

 現地校での学習で留意したいことは、とにかく GPA を上げること。また、ESL で

英語を学習しているとしたら、早く ESL から抜け出すことの二点が重要。科目履修に

ついては、スクールカウンセラーのアドバイスに従うのが一番ですが、場合によって

は AP などのチャレンジングな科目履修を勧められ、評定が下がってしまうことを気

にしている人も多いかもしれません。基本的には、スクールカウンセラーが推薦して

いるのであれば、履修することをお勧めします。科目履修に関しては、易しそうな科

目ばかりに偏ったり、志望学部に関連のない科目ばかりを選択したりしていると、こ

れはこれで問題があります。入試選考のための GPA を気にするあまり、現地校の学習

を犠牲にするなどといった本末転倒が起こらないよう留意しましょう。 

  

②受験までのスケジュールを把握 

 アメリカなどの現地校を 6 月に卒業するケース 

 アメリカ型カリキュラムで学習を進めている人は、G11 修了までに、TOEFL と

SAT を受験して、自分のスコアを把握しておくこと。できれば G12 が始まるまでの

夏休みの間に、目標スコアに限りなく近づけておくことが望ましいでしょう。新学期

が始まってしまうと、現地校の勉強が忙しくなり、スコアを上げるための勉強はなか

なかできなくなってしまうはずです。 

また、現地校のカウンセラーに全面的に依存するのではなく、自分で College Board

の Web サイトをこまめにチェックしておき、主体的に受験スケジュールを検討してお

くことも大切です。特に国内大学の秋入学を考えているのであれば、出願時期は意外

と早くやってくるので、後で慌てないためにも余裕を持った計画を立てること。ちな

みに上智大学国際教養学部の秋入学Ⅰ期（08 年 10 月入学）の出願期間は、2007

年 12 月 10 日（月）～12 月 19 日（水）。また ICU の 9 月入学も毎年 3 月末ごろ

に出願の締め切りが設定されています。 

 

●オセアニアなどの現地校を 11 月～12 月に卒業するケース 

 2007 年 11 月卒業予定で学習を進めている人は、2008 年春入学、2008 年秋入



学、あるいは 2009 年春入学のどれを目指すのかを明確にしておくこと。2008 年春

入学を目指すということであれば、9 月以降の入試と現地校での学習を上手に両立さ

せていく必要があります。帰国時期になるべく入試を集中して受けられるよう、出願

大学についても慎重に決めていくことが必要です。また、この辺のことは、出願条件

や資格にも絡んでくるので、卒業後の年数や帰国後の年数が、出願する大学の制限に

引っかからないかどうか注意しましょう。 

③ 自分のアドバンテージを認識する 

親の駐在に伴う形で、海外に暮らすことになった帰国生と、自ら海外に出ることを

選択した単身留学生では、異文化に対する感じ方にもかなり違いがあるでしょう。前

者で、現地での生活が 5 年以上に及ぶような場合、また駐在した都市が一つではなく、

複数に及ぶようなケースでは、自分では意識していなくても、異文化適応力が相当高

まっていることが考えられます。いつの間にか体得していた「現地をサバイバルする

知恵」のようなものが眠っているはずです。ともすると、駐在で海外にいた帰国生は、

長い海外生活のうちに日本語能力がかなり落ちているように思い込み、その部分につ

いて、自信を失っているようなケースもありますが、これについてはそれほど神経質

になることはありません。むしろ自分のアドバンテージを自覚し、それを他者にアピ

ールする力が大切です。 

 後者のケース、すなわち、自分で海外への単身留学を志し、あえて再び帰国受験の

道を選ぶという帰国生は、海外に出た理由を志望学部との関連でアピールできるかど

うかが鍵となります。留学が「英語を習得するため」といった漠然とした答えでは、

その他大勢の受験者との差別化はできません。言ってしまえば、英語力を上げること

は留学前にある程度終わらせておくべきものです。海外で２年以上の学習をしてきた

のであれば、海外での“科目学習”が“英語学習”とはまったく異なる性質のものだ

ということくらいはすぐに理解されるでしょう。あえて自分が日本を離れたのは、ど

ういう目的によるのか、そして現地での学習で、それがどの程度達成されたのか、さ

らに帰国枠大学受験で当該学部を志望するのはどういう理由によるのか、これらのこ

とが一本の筋となって、相手にストレートに伝わるかどうか、これが大切です。「正し

い受け答え」などといった形式的な面接練習ではなく、自分の海外体験を大学での学

びの推進力としていくような、また、自分の内面を見つめ、自分を再発見する場とな

るような面接練習が必要です。 


